





  １月16日 新型コロナウイルス感染症患者が日本国内で初めて確認される
  ３月30日 前期オリエンテーション実施　説明会の Web 配信等により三密を避ける
  図書館は短縮開館（9:00-18:00）
  ４月４日  JapanKnowledge のアクセス数（４→ 50）増加
  （～７月 31 日）
  ４月６日 前期授業のオンラインによる実施
  ４月９日 開館時間をさらに短縮（11:00-16:00）
  ４月13日 図書館休館（学内入構制限）
  ４月16日 全都道府県を対象とした緊急事態宣言発出
  ４月20日 電子ブック Maruzen eBook Library の試読
  サービス開始（～７月 31 日）
  ４月27日 図書の郵送による特別貸出の実施（１人 10 冊 
  を上限に発送費用は図書館が、返送は 利用者負担、９月末時点でのべ 200 人超、約
  700 冊の利用あり）
  ５月４日 緊急事態宣言が５月 31 日まで延長される
  ５月21日 京都府の緊急事態宣言が解除される
  ５月25日 段階的解除第一段階　事前申込制による図書の貸出対応（11:00-16:00）
  ６月１日 段階的解除第二段階　短縮開館（10:00-16:00）、１・２階閲覧室も通常時の 1/3 程度
  利用可、館外貸出図書の 24 時間隔離の実施（隔離は２月末時点で継続中）
  ６月15日 段階的解除第三段階　開館時間を 9:00-19:30 へ拡大、ライブラリー・アシスタント
  の活動を再開
  ６月22日 返却期限を７月 22 日まで一括延長
  ７月３日 館内整理日を開館日へ変更
  ７月17日 返却期限を９月 25 日まで一括延長
  ９月16日 年度内の一般利用中止の決定を発信
  ９月18日 後期授業再開、開館時間を 9:00-20:30　この日の入館者は 460 名ほど
　  閲覧席は通常時の 1/2 程度のみ利用可、AV ブース等は利用停止を継続
  地下書庫の利用も部分的に再開（手続きは１階に限る）
  ９月19日 土曜開館（10:00-17:30）再開
  10月30日 地下書庫入庫をカード開錠方式に戻す（手続きは１階限定のまま）
2021 年
  １月14日 京都・大阪・兵庫に２回目の緊急事態宣言発出される
   ２月28日 ２回目の緊急事態宣言が解除される
末筆となりますが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、学生・教職員に限っ
た利用となり、一般の利用希望の方々へご迷惑をおかけしましたこと記して謝し申し上げます。
一日も早い「日常」が戻り、多くの方が安心して利用できるようになることを念じております。
大谷大学図書館／大谷大学博物館
飛沫防止シート（スタッフ作成版）５月 20 日撮影
